
デジタル簡易無線　登録局（ＧＤＲ４８００）取扱説明書
●　無線機本体

操作方法/機能

1.電源を入れる
電源スイッチ/音量調節ツマミ(④)を時計回りに回すと「ピピ」と電子音が鳴り

電源が入ります。反時計回りに「カチッ」と音がするまで回すと切れます。

2.音量を調整する
電源スイッチ/音量調節ツマミ(④)を左右に回して音量を調節します。

音量調節ツマミ(④)を１２時の位置にあわせておき、その後は相手の音声が

最適な音量になるように調節します。

3.送信／受信の切替
送信ボタン(⑥)を押し続けている間は送信、離すと受信状態となります。

●　通話方法

話しが終わったら送信ボタン(⑥)を離します。受信状態となり相手からの応答を待ちます。

通話時LEDランプ(⑤)が、受信中は｢緑色｣の点滅、送信中は｢赤色｣に点灯します。

●　コールチャンネル
デジタル簡易無線、登録局は「ＣＨ－15－」はコールチャンネルに設定されています。

ユーザーコードが自動的に「000」に設定され、秘話通話は自動的に解除されますので、

ＡＲＩＢ規格で定められている「呼出し用チャンネルとして」ご利用いただけます。

コールチャンネルは一時的な呼出のみに使用し、継続的な通話は他のチャンネルをご使用ください。

●　キーロック
ボタン(⑧)を2秒間押し続けると、誤って各種ボタンに触れても設定が変わらないようにロックすることができます。

●　充電方法
必ず無線機の電源を切ります。　　

充電器のＡＣアダプタをＡＣコンセント（家庭用　１００Ｖ）に差し込みます。

バッテリーは無線機に取り付けたままでも、無線機から取り外した単独の状態でも充電できます。

充電器のＬＥＤランプが赤点灯となり急速充電が始まります。又、ＬＥＤランプが緑点灯すると充電完了です。

充電状況については下表のとおりです。

ＬＥＤランプ表示 状況

赤色点灯 充電中 充電時間約160分

緑色点灯 充電完了

●　バッテリー
バッテリー使用持続時間／充放電寿命

・実際の使用状況によって持続時間は変化します。特に送信回数が多くなると持続時間は短くなります。

・充放電寿命とは、バッテリーの充電、放電の繰り返し回数による寿命の目安です。

ローパワー（１Ｗ） ハイパワー（５Ｗ） 充放電寿命

約１８時間 約１４時間 約３００回

・電池が消耗するとディズプレイの電池マークが下記のように変化します。

　電池マークが点滅し、LEDランプが赤色に点滅した時は、直ちに充電を行ってください。

●　注意
・高温低温になる所や、直接雨や水がかかる場所に放置しないでください。故障の原因になる場合があります。

・水、雨水、海水などに濡れた時、そのまま放置せず布などで拭き取ってください。

・強い衝撃をあたえたり、投げつけたりしないでください。

・お客様による分解は違法改造とみなされ、保証対象からも外れますので分解はしないでください。

バッテリー

リチウムイオンバッテリー　MLB-001 (2300mAh)

ロータリースイッチ(③)をまわし、使用するチャンネルに合わせ、送信ボタン(⑥)を押して5～10ｃｍ離れたところからマイク(⑭)に向かって話します。

注意：交信するには、相手局と同じユーザーコードに

設定する必要があります。
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